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マ
レ
ー
シ
ア
の
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
ツ
イ

ン
タ
ワ
ー
に
本
社
を
構
え
る
ペ
ト
ロ
ナ

ス
（Petroliam

 N
asional Bhd.

）
は
、

日
本
で
は
一
般
に
な
じ
み
が
薄
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ア
ジ
ア
で
も
最
高
水
準

の
高
収
益
を
上
げ
続
け
て
い
る
企
業
で

あ
る
。
同
社
の
二
〇
一
三
年
の
税
引
き

前
利
益
は
、
九
五
六
億
一
〇
〇
〇
万
リ

ン
ギ
（
＝
約
二
兆
五
〇
〇
〇
億
円
）
に

達
す
る
。
二
〇
〇
四
年
以
降
に
つ
い
て

み
る
と
、
同
社
の
利
益
水
準
は
、
ア
ジ

ア
を
代
表
す
る
高
収
益
企
業
で
あ
る
ト

ヨ
タ
自
動
車
や
サ
ム
ス
ン
電
子
と
比
較

し
て
も
全
く
遜
色
な
い
⑴
（
図
１
）。

ペ
ト
ロ
ナ
ス
が
高
収
益
企
業
だ
、
と

い
わ
れ
て
も
、
自
国
の
石
油
を
売
っ
て

い
る
国
有
石
油
会
社
が
儲
か
る
の
は
当

然
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
話
は
そ
う
単
純
で

は
な
い
。
世
界
の
石
油
・
ガ
ス
関
連
企

業
に
つ
い
て
、
二
〇
一
二
年
の
利
益
額

を
上
か
ら
順
に
み
て
い
く
と
、
エ
ク

ソ
ン
・
モ
ー
ビ
ル
（
米
：
四
四
・
九

億
Ｕ
Ｄ
Ｓ
）、
ガ
ス
プ
ロ
ム
（
露
：
三

八
億
一
〇
〇
〇
万
Ｕ
Ｄ
Ｓ
）、
ロ
イ
ヤ

ル
・
ダ
ッ
チ
・
シ
ェ
ル
（
蘭
英:
二
六

億
六
〇
〇
〇
万
Ｕ
Ｄ
Ｓ
）、
シ
ェ
ブ
ロ

ン（
米
：
二
六
億
二
〇
〇
〇
万
Ｕ
Ｄ
Ｓ
）、

中
国
石
油
天
然
気
集
団
公
司
（
中
：
一

八
億
二
〇
〇
〇
万
Ｕ
Ｄ
Ｓ
）、
ペ
ト
ロ

ナ
ス
（
マ
：
一
六
億
Ｕ
Ｄ
Ｓ
）
の
順
と

な
る
。
ペ
ト
ロ
ナ
ス
の
上
に
ラ
ン
ク
さ

れ
る
の
は
、
石
油
業
界
の
「
ス
ー
パ
ー

メ
ジ
ャ
ー
」
と
、
大
産
油
国
・
超
大
国

で
あ
る
ロ
シ
ア
と
中
国
の
企
業
だ
け
で

あ
る
。
な
ぜ
、
中
規
模
の
産
油
国
（
原

油
生
産
量
世
界
二
八
位
、
天
然
ガ
ス
生

産
量
世
界
一
一
位
）
の
ひ
と
つ
に
過
ぎ

な
い
マ
レ
ー
シ
ア
企
業
が
、
石
油
業
界

で
大
き
な
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
か
。
本
稿
で
は
、
知
ら
れ
ざ
る
高

収
益
企
業
ペ
ト
ロ
ナ
ス

に
つ
い
て
概
観
し
、
マ

レ
ー
シ
ア
経
済
に
お
け

る
同
社
の
重
要
性
と
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て

述
べ
る
。　

●
設
立
後
四
〇
年
間

で
飛
躍
的
に
成
長

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け

る
石
油
生
産
の
歴
史
は

長
く
、
一
九
一
〇
年
か

ら
既
に
シ
ェ
ル
が
サ
ラ

ワ
ク
州
で
油
田
開
発
を

行
っ
て
い
た
。一
方
で
、

ペ
ト
ロ
ナ
ス
が
国
有
石

油
会
社
と
し
て
設
立
さ

れ
た
の
は
一
九
七
四
年

で
あ
る
。
隣
国
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
国
営
石
油
会

社
プ
ル
タ
ミ
ナ
の
前
身

企
業
は
一
九
五
七
年
に

設
立
さ
れ
て
お
り
、
ペ

ト
ロ
ナ
ス
の
設
立
は
同

種
の
国
営
石
油
会
社
と

し
て
は
遅
い
部
類
に
入
る
⑵
。

し
か
し
こ
れ
は
、
歴
史
的
経
緯
を
み

れ
ば
理
解
で
き
る
。マ
レ
ー
シ
ア
の（
マ

ラ
ヤ
連
邦
と
し
て
の
）
独
立
は
一
九
五

七
年
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
独
立
か
ら

一
二
年
後
の
事
で
あ
る
。
当
時
、
マ
ラ

現
地

リポ ートペ
ト
ロ
ナ
ス

　
　

―
知
ら
れ
ざ
る
高
収
益
企
業
が

　
　
　
　
　

抱
え
る
二
つ
の
リ
ス
ク
―熊

谷 

聡

（出所）Fortune Global  500, various issues.

図１　3企業の利益の推移
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ペトロナス ―知られざる高収益企業が抱える 2つのリスク―

レ
ル
と
さ
れ
、
マ
レ
ー
シ
ア
一
国
の
確

認
埋
蔵
量
三
七
億
バ
レ
ル
を
大
き
く
上

回
る
。
そ
の
他
、
ペ
ト
ロ
ナ
ス
は
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
、
カ
メ
ル
ー
ン
、
チ
ャ
ド
、

エ
ジ
プ
ト
、
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
、
南
ス
ー

ダ
ン
、
ス
ー
ダ
ン
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
で

も
油
田
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

川
下
部
門
で
は
、
一
九
九
八
年
に
南

ア
フ
リ
カ
の
石
油
販
売
企
業
エ
ン
ゲ
ン

（
Ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
）
を
買
収
し
た
。
エ
ン

ゲ
ン
は
南
ア
フ
リ
カ
の
ダ
ー
バ
ン
に
製

油
所
を
所
有
し
、二
〇
一
二
年
時
点
で
、

南
ア
フ
リ
カ
と
サ
ブ
サ
ハ
ラ
ア
フ
リ
カ

諸
国
に
約
一
五
〇
〇
店
舗
の
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
を
展
開
し
て
い
る
。

ペ
ト
ロ
ナ
ス
の
近
年
で
も
っ
と
も
大

き
な
海
外
へ
の
投
資
は
、
カ
ナ
ダ
の

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
へ
の
投
資
で
あ
る
。
二

〇
一
二
年
一
二
月
、
ペ
ト
ロ
ナ
ス
は
カ

ナ
ダ
の
天
然
ガ
ス
会
社
プ
ロ
グ
レ
ス
・

エ
ナ
ジ
ー
・
リ
ソ
ー
シ
ー
ズ
を
五
二
億

カ
ナ
ダ
ド
ル
（
約
四
四
〇
〇
億
円
）
で

買
収
、
さ
ら
に
、
今
後
三
六
〇
億
カ
ナ

ダ
ド
ル
（
約
三
兆
円
）
を
投
資
し
て
、

Ｌ
Ｎ
Ｇ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
建
設
す
る
こ
と

を
表
明
し
た
。
北
米
の
天
然
ガ
ス
価
格

は
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
の
開
発
に
よ
っ
て

大
幅
に
低
下
し
て
お
り
、
ア
ジ
ア
市
場

の
天
然
ガ
ス
と
大
き
な
価
格
差
が
生
じ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
日
本
企
業
の
あ

い
だ
で
も
北
米
の
割
安
な
天
然
ガ
ス
を

七
六
年
末
ま
で
の
約
一
年
半
を
か
け

て
、
ペ
ト
ロ
ナ
ス
は
プ
ル
タ
ミ
ナ
の
Ｐ

Ｓ
Ｃ
を
ひ
な
形
と
し
て
、
細
部
を
改
良

し
た
Ｐ
Ｓ
Ｃ
を
シ
ェ
ル
、
エ
ク
ソ
ン
両

社
と
結
び
、
今
日
の
成
功
の
礎
を
築
い

た
。し

か
し
、
こ
の
時
点
で
、
ペ
ト
ロ
ナ

ス
は
石
油
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
ま
っ
た
く
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ

れ
か
ら
わ
ず
か
四
〇
年
で
、
ペ
ト
ロ
ナ

ス
は
採
掘
か
ら
精
製
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
で
の
小
売
り
ま
で
を
手
が
け
る
総

合
的
な
石
油
会
社
と
な
り
、
世
界
五
〇

カ
国
以
上
で
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
国
際
石
油
資
本
の
「
新
セ
ブ
ン
・

シ
ス
タ
ー
ズ
⑶
」
に
名
を
連
ね
る
ま
で

に
成
長
し
た
。

●
果
敢
な
投
資
戦
略

ペ
ト
ロ
ナ
ス
は
近
年
、
積
極
的
な
海

外
展
開
を
行
っ
て
い
る
。
川
上
部
門
で

は
、
中
東
や
ア
フ
リ
カ
へ
の
進
出
が
著

し
い
。
二
〇
〇
九
年
、
ペ
ト
ロ
ナ
ス
は

日
本
の
石
油
資
源
開
発（
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
）

と
合
弁
で
イ
ラ
ク
の
ガ
ラ
フ
油
田
を
、

ま
た
、
同
時
期
に
ロ
イ
ヤ
ル
・
ダ
ッ
チ
・

シ
ェ
ル
と
の
合
弁
で
、
同
じ
く
イ
ラ
ク

の
マ
ジ
ュ
ヌ
ー
ン
油
田
を
落
札
し
、
共

に
二
〇
一
三
年
夏
か
ら
生
産
を
開
始
し

て
い
る
。
世
界
最
大
級
の
マ
ジ
ュ
ヌ
ー

ン
油
田
の
確
認
埋
蔵
量
は
一
二
六
億
バ

Com
pany A

ct 1965

）
に
基
づ
い
て

設
立
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
、
ナ
ジ
ブ
・

ラ
ザ
ク
現
首
相
は
、
一
九
七
四
年
か
ら

父
で
あ
る
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ
ザ
ク
首
相

の
死
去
に
と
も
な
い
政
界
に
転
じ
る
ま

で
の
二
年
間
、
設
立
間
も
な
い
ペ
ト
ロ

ナ
ス
で
勤
務
し
て
い
る
。

こ
の
頃
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
国
営
石
油
公
社
プ
ル
タ
ミ

ナ
が
大
き
な
成
功
を
収
め
て
お
り
、
ペ

ト
ロ
ナ
ス
は
明
確
に
プ
ル
タ
ミ
ナ
に
範

を
取
っ
た
。
当
時
、
国
際
石
油
資
本
に

対
し
て
、
資
源
国
は
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

契
約
を
結
ぶ
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。

プ
ル
タ
ミ
ナ
は
こ
れ
に
対
し
て
「
生
産

物
分
与
契
約
（
Ｐ
Ｓ
Ｃ
）」
と
い
う
形

式
を
編
み
出
し
た
。
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

契
約
が
、
国
際
石
油
資
本
に
ビ
ジ
ネ
ス

を
丸
投
げ
し
て
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
や
税
金

を
納
め
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
の
に
対

し
、
Ｐ
Ｓ
Ｃ
は
①
国
際
石
油
資
本
を
ビ

ジ
ネ
ス
の
請
負
人
と
位
置
づ
け
、
②
事

業
運
営
に
資
源
国
が
よ
り
積
極
的
に
関

与
し
、
③
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ス
ト
と
利
益
分

配
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
に
従
っ
て
、

生
産
さ
れ
た
原
油
が
国
際
石
油
資
本
と

資
源
国
の
間
で
配
分
さ
れ
る
形
式
で
あ

る
。
ペ
ト
ロ
ナ
ス
の
最
初
の
仕
事
は
、

国
際
石
油
資
本
と
の
間
で
、
こ
の
Ｐ
Ｓ

Ｃ
に
つ
い
て
交
渉
を
ま
と
め
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
一
九
七
五
年
前
半
か
ら
一
九

ヤ
連
邦
で
は
原
油
生
産
は
行
わ
れ
て
お

ら
ず
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
産
油
国
と
な
っ

た
の
は
、
さ
ら
に
六
年
後
の
一
九
六
三

年
、 
サ
ラ
ワ
ク
州
の
編
入
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
。

当
時
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
比
べ
る
と
、

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
原
油
の
重
要
性

は
一
段
低
か
っ
た
。
一
九
七
〇
年
の
時

点
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
と
っ
て
原
油
は

輸
出
の
七
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
ず
、
ゴ

ム
（
同
三
三
％
）
や
木
材
（
同
一
六
％
）

に
及
ば
な
か
っ
た
。
同
時
期
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
原
油
輸
出
は
同
国
の
輸
出
の

三
三
％
を
占
め
、
既
に
最
大
の
輸
出
品

で
あ
っ
た
の
と
対
照
的
で
あ
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
に
と
っ
て
の
転
機
は
一

九
七
三
年
の
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

に
よ
る
原
油
価
格
高
騰
と
、
そ
れ
と
前

後
し
た
オ
フ
シ
ョ
ア
で
の
油
田
・
ガ
ス

田
の
発
見
で
あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
政
府

は
当
時
の
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ
ザ
ク
首
相

の
も
と
、
原
油
・
天
然
ガ
ス
に
将
来
性

を
み
い
だ
し
、
そ
の
利
権
を
国
際
石
油

資
本
か
ら
取
り
戻
そ
う
と
考
え
た
。
一

九
七
四
年
石
油
開
発
法
（Petroleum

 
D
evelopm

ent A
ct 1974

）
が
議
会

を
通
過
し
、
連
邦
や
州
に
属
す
る
石
油

関
連
の
権
利
が
全
て
ペ
ト
ロ
ナ
ス
に
委

譲
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
受
け

皿
と
し
て
、
ペ
ト
ロ
ナ
ス
は
財
務
省
を

出
資
者
と
し
、
会
社
法
（M

alaysian 
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確
保
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
ペ

ト
ロ
ナ
ス
の
カ
ナ
ダ
へ
の
投
資
は
、
ア

ジ
ア
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
市
場
で
の
主
要
供
給
者

と
し
て
、
こ
う
し
た
動
き
に
対
応
す
る

も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
二
〇
一
三
年
四
月
、
ペ
ト

ロ
ナ
ス
は
ジ
ョ
ホ
ー
ル
州
プ
ン
グ
ラ
ン

（Pengerang
）
に
建
設
さ
れ
る
石
油

精
製
・
石
油
化
学
統
合
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｄ
）
に
八
九
〇
億
リ

ン
ギ
（
約
二
兆
八
〇
〇
〇
億
円
）
を
投

資
す
る
決
定
を
行
っ
た
。
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｄ

の
石
油
精
製
能
力
は
三
〇
万
バ
レ
ル
・

日
で
、
ペ
ト
ロ
ナ
ス
が
マ
レ
ー
シ
ア
国

内
に
保
有
す
る
他
の
三
つ
の
製
油
所
の

精
製
能
力
の
合
計
約
二
五
万
バ
レ
ル
・

日
を
上
回
る
。
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｄ
の
投
資
決

定
が
遅
れ
た
た
め
、
そ
の
採
算
性
な
ど

に
つ
い
て
懸
念
が
広
が
っ
た
が
、
最
終

的
に
は
巨
額
の
投
資
を
決
断
し
た
。

●
資
源
の
呪
い

マ
レ
ー
シ
ア
経
済
に
と
っ
て
の
ペ
ト

ロ
ナ
ス
の
存
在
は
、
あ
る
意
味
、
韓
国

経
済
に
と
っ
て
の
サ
ム
ス
ン
電
子
以
上

に
大
き
い
と
い
え
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
政

府
の
財
政
は
、
ペ
ト
ロ
ナ
ス
か
ら
の
収

入
に
大
き
く
依
存
し
て
お
り
、
ペ
ト
ロ

ナ
ス
側
か
ら
み
た
場
合
、
連
邦
・
地
方

政
府
合
わ
せ
て
、
約
八
〇
〇
億
リ
ン

ギ
（
約
二
兆
一
〇
〇
〇
億
円
）
を
納
付

し
て
い
る
（
二
〇
一
二
年
）。
加
え
て
、

天
然
ガ
ス
の
価
格
統
制
に
よ
っ
て
遺
失

し
て
い
る
利
益
と
し
て
、
二
七
九
億
リ

ン
ギ
（
約
七
四
〇
〇
億
円
）
が
あ
る
。

連
邦
政
府
側
か
ら
み
る
と
、
二
〇
一
二

年
度
の
歳
入
二
〇
八
〇
億
リ
ン
ギ
の
う

ち
、
ペ
ト
ロ
ナ
ス
関
連
の
歳
入
が
少
な

く
と
も
七
七
〇
億
リ
ン
ギ
、
三
七
％
を

占
め
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。　

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
が
ペ
ト
ロ
ナ
ス
に

依
存
し
て
い
る
の
は
平
時
の
財
政
だ
け

で
は
な
い
。
政
府
系
企
業
が
危
機
に
陥

る
と
取
り
ざ
た
さ
れ
る
の
は
、
ペ
ト
ロ

ナ
ス
の
資
金
に
よ
る
救
済
で
あ
る
。
古

く
は
、
一
九
八
四
年
に
ブ
ミ
プ
ト
ラ
銀

行
が
危
機
に
陥
っ
た
際
、
ペ
ト
ロ
ナ
ス

の
資
金
が
不
良
債
権
の
償
却
の
た
め
に

注
入
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
九
九
年
に

は
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
に
と
も
な
う
国
内

需
要
の
低
迷
で
経
営
危
機
に
瀕
し
た
国

民
車
メ
ー
カ
ー
プ
ロ
ト
ン
社
を
傘
下
に

納
め
て
い
る
（
後
に
売
却
）。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
様
々
な
批
判
が
あ
る
が
、

ロ
イ
タ
ー
（
二
〇
一
二
年
七
月
二
日

付
）
は
端
的
に
「
長
年
に
わ
た
り
、
歴

代
首
相
は
ペ
ト
ロ
ナ
ス
の
資
金
を
夢
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
建
設
す
る
た
め
、
そ

の
失
敗
を
救
済
す
る
た
め
に
利
用
し
て

き
た
」
と
批
判
し
て
い
る
。

現
在
は
天
然
資
源
を
ほ
と
ん
ど
産
出

し
な
い
日
本
か
ら
す
れ
ば
、
莫
大
な
資

源
収
入
が
あ
る
こ
と
は
う
ら
や
ま
し
く

感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
国
家
に
富
を

も
た
ら
す
は
ず
の
天
然
資
源
を
産
出

す
る
国
々
の
経
済
発
展
は
思
わ
し
く

な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、「
資
源
の
呪
い

（resource curse

）」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。資
源
の
呪
い
の
発
生
要
因
と
し
て
、

一
次
産
品
価
格
が
不
安
定
な
こ
と
、
製

造
業
を
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ン
グ
・
ア
ウ
ト
し

て
し
ま
う
こ
と
、
資
源
輸
出
で
通
貨
が

切
り
上
が
る
「
オ
ラ
ン
ダ
病
」
が
発
生

す
る
こ
と
、
天
然
資
源
と
そ
の
利
益
に

つ
い
て
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
難
し
い
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
⑷
。

こ
の
点
に
つ
い
て
世
界
銀
行
は
、
マ

レ
ー
シ
ア
は
豊
富
な
天
然
資
源
に
起
因

す
る
問
題
を
成
功
裏
に
克
服
し
た
限
ら

れ
た
国
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
評
し
て
い

る
。
天
然
資
源
の
利
益
を
生
産
的
な
資

本
に
投
資
し
て
い
る
こ
と
、
経
済
活
動

が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
加
え

て
、「
ペ
ト
ロ
ナ
ス
は
事
実
上
の
国
家

の
資
源
フ
ァ
ン
ド
と
し
て
の
役
割
を
効

率
的
に
は
た
し
、
良
い
ガ
バ
ナ
ン
ス
に

つ
い
て
の
評
価
を
確
立
し
て
い
る
」
⑸

と
し
て
い
る
。

●
政
府
と
ペ
ト
ロ
ナ
ス
の
距
離
感

は
「from

 tim
e to tim

e

」

一
国
の
経
済
に
と
っ
て
、
中
央
銀
行

と
政
府
の
関
係
が
決
定
的
に
重
要
で
あ

る
よ
う
に
、
資
源
保
有
国
が
経
済
成
長

で
き
る
か
否
か
に
と
っ
て
、
政
府
と
国

営
資
源
企
業
の
関
係
も
同
様
の
重
要
性

を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
マ

レ
ー
シ
ア
の
よ
う
に
、
首
相
の
平
均
在

任
期
間
が
一
〇
年
を
超
え
る
よ
う
な
国

で
あ
っ
て
も
、
資
源
の
開
発
に
は
、
そ

れ
を
超
え
る
長
期
の
投
資
判
断
が
必
要

と
な
る
。
も
し
、
国
営
資
源
企
業
が
完

全
に
政
治
の
支
配
下
に
あ
る
な
ら
ば
、

短
期
の
利
益
が
優
先
さ
れ
、
採
掘
が
過

大
に
、
投
資
が
過
小
に
な
る
恐
れ
が
あ

る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
民
主
主
義
が
う

ま
く
機
能
し
て
い
な
い
場
合
、
資
源
の

所
有
権
は
独
裁
政
権
を
永
続
化
さ
せ
る

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
巨
大
な
利
権
を

巡
っ
て
内
戦
が
生
じ
る
事
態
も
予
想
さ

れ
る
。

ペ
ト
ロ
ナ
ス
の
経
営
体
制
の
特
色

は
、
国
有
石
油
会
社
（
Ｎ
Ｏ
Ｃ
）
で
あ

る
一
方
で
、
通
常
の
企
業
と
し
て
設
立

さ
れ
、
民
間
の
国
際
石
油
会
社
（
Ｉ
Ｏ

Ｃ
）
と
し
て
の
性
質
も
持
っ
て
い
る
点

で
あ
る
。
ペ
ト
ロ
ナ
ス
が
政
府
組
織
に

な
ら
な
か
っ
た
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て

は
、
ペ
ト
ロ
ナ
ス
以
前
に
、
マ
レ
ー
シ

ア
政
府
が
一
次
産
業
省
傘
下
の
組
織

で
あ
る
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｍ
Ａ
（H

idrokabon 
M
alaysia

）
に
石
油
資
源
の
管
理
を
任

せ
て
失
敗
し
た
経
験
が
影
響
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
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ペトロナス ―知られざる高収益企業が抱える 2つのリスク―

一
九
七
四
年
石
油
開
発
法
に
よ
れ

ば
、「
会
社
（
ペ
ト
ロ
ナ
ス
）
は
、
節

目
節
目
で
（from

 tim
e to tim

e

）
適

切
と
判
断
し
た
指
示
を
発
す
る
首
相
の

管
理
と
指
示
に
服
す
る
」（
第
三
条
二

項
）
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ペ
ト
ロ

ナ
ス
の
初
代
会
長
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
つ
と
め

た
ラ
ザ
レ
イ
元
財
務
相
に
よ
れ
ば
、
ペ

ト
ロ
ナ
ス
の
約
款
に
は
、
首
相
は
取
締

役
会
の
メ
ン
バ
ー
や
経
営
陣
を
指
名
・

罷
免
す
る
絶
対
的
な
権
限
を
持
っ
て
い

る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
⑹
。

こ
の
よ
う
に
、
制
度
面
で
は
政
府
と

の
接
点
が
首
相
に
集
約
さ
れ
、
そ
の
権

限
が
非
常
に
強
い
一
方
で
、
実
際
の
ペ

ト
ロ
ナ
ス
の
運
営
は
相
当
程
度
自
律
的

に
行
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ペ
ト

ロ
ナ
ス
の
取
締
役
会
は
二
〇
一
二
年
時

点
で
、
一
六
名
の
う
ち
現
役
官
僚
は
二

名
（
財
務
次
官
、
中
央
銀
行
副
総
裁
）

だ
け
で
あ
る
。
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
元
首
相

は
、「
私
が
首
相
だ
っ
た
と
き
、
彼
ら

は
直
接
私
に
報
告
を
行
っ
て
い
た
。
彼

ら
は
私
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
た
が
っ

て
い
た
が
、
決
定
は
、
経
営
上
の
良
識

に
従
っ
て
彼
ら
自
身
が
行
っ
て
い
た
」

（The Star

紙
二
〇
〇
四
年
八
月
二
四

日
付
）
と
述
べ
て
い
る
。

ナ
ジ
ブ
首
相
は
、
二
〇
一
三
年
四
月

に
ペ
ト
ロ
ナ
ス
従
業
員
を
前
に
行
っ
た

ス
ピ
ー
チ
で
、
ス
ー
ダ
ン
や
カ
ナ
ダ
で

の
ペ
ト
ロ
ナ
ス
の
事
業
展
開
を
い
か
に

政
府
が
支
援
し
た
か
を
強
調
し
た
う
え

で
、
政
府
と
同
社
の
関
係
を
父
子
に
例

え
、「
息
子
が
育
ち
、
自
由
を
求
め
、

自
分
の
行
動
に
つ
い
て
の
判
断
力
を
持

つ
。
し
か
し
、
同
時
に
、
息
子
は
父
親

に
親
孝
行
す
る
義
務
が
あ
る
」と
述
べ
、

国
家
へ
の
貢
献
を
求
め
て
い
る
（The 

Edge M
alaysia  

Ｗ
ｅ
ｂ
版
二
〇
一
三

年
四
月
二
日
付
）。

歴
代
首
相
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
は
、
ペ

ト
ロ
ナ
ス
が
首
相
と
い
え
ど
も
完
全
に

意
の
ま
ま
に
は
で
き
な
い
高
度
な
自
律

性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
一

九
七
四
年
石
油
開
発
法
に
定
め
ら
れ
て

い
る
と
お
り
、首
相
は
「
節
目
節
目
で
」

ペ
ト
ロ
ナ
ス
に
指
示
を
与
え
る
権
限
を

持
っ
て
い
る
一
方
で
、
日
常
の
経
営
に

つ
い
て
は
、
ペ
ト
ロ
ナ
ス
の
経
営
陣
が

専
門
的
に
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
ペ
ト
ロ
ナ
ス
の
自
律

性
は
、
自
動
的
に
担
保
さ
れ
て
い
る
も

の
で
は
な
い
。
ペ
ト
ロ
ナ
ス
の
シ
ャ
ム

ス
ル
・
ア
ズ
ハ
ル
・
ア
ッ
バ
ス
Ｃ
Ｅ

Ｏ
は
、
二
〇
一
三
年
六
月
二
三
日
付

け
の
経
済
紙T

H
E ED

GE

の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
に
お
い
て
、
異
例
の
政
府

批
判
を
行
っ
た
。
日
々
の
ビ
ジ
ネ
ス
に

お
い
て
、
政
治
家
や
官
僚
の
介
入
が
、

ペ
ト
ロ
ナ
ス
の
効
率
的
な
運
営
の
妨
げ

と
な
っ
て
い
る
、と
い
う
も
の
で
あ
る
。

シ
ャ
ム
ス
ル
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「
石
油
開
発
法

に
は
明
確
に
、
石
油
・
ガ
ス
は
全
て
の

マ
レ
ー
シ
ア
人
の
も
の
だ
と
あ
る
。
ブ

ミ
プ
ト
ラ
の
も
の
だ
と
は
書
い
て
い
な

い
」
と
し
、
実
名
を
あ
げ
な
が
ら
割
高

な
ブ
ミ
プ
ト
ラ
企
業
か
ら
の
調
達
を
続

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
た
。
自

分
も
マ
レ
ー
人
で
あ
る
か
ら
彼
ら
を
援

助
し
た
い
が
「
適
切
な
方
法
で
援

助
す
べ
き
で
、
施
し
や
甘
や
か
し

を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
下

請
け
事
業
の
割
り
当
て
を
求
め
る

勢
力
を
批
判
し
た
。
こ
の
発
言
に

は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
政
府
関
連
企

業
（
Ｇ
Ｌ
Ｃ
）
が
直
面
す
る
、
利

益
追
求
と
ブ
ミ
プ
ト
ラ
優
遇
政
策

へ
の
協
力
の
両
立
の
困
難
さ
が
端

的
に
表
れ
て
い
る
。

●
成
功
の
陰
に
二
つ
の
リ
ス
ク

ペ
ト
ロ
ナ
ス
は
長
年
、
首
相
直

属
の
財
源
と
し
て
、
企
業
救
済
の

主
体
と
な
り
、
批
判
を
受
け
て
き

た
。
一
方
で
、
ペ
ト
ロ
ナ
ス
は
途

上
国
の
Ｎ
Ｏ
Ｃ
と
し
て
は
例
外
的

な
成
功
を
収
め
て
き
た
。
注
目
す

べ
き
は
、
新
セ
ブ
ン
・
シ
ス
タ
ー

ズ
の
母
国
七
カ
国
の
う
ち
、
マ

レ
ー
シ
ア
は
石
油
の
埋
蔵
量
・
産

出
量
で
は
群
を
抜
い
て
小
さ
い
点

で
あ
る
（
図
２
）。
ペ
ト
ロ
ナ
ス

の
躍
進
は
、
母
国
の
莫
大
な
石
油
埋
蔵

量
・
産
出
量
を
背
景
に
し
た
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
経
営
の
成
果
で
あ
る
と

言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

総
合
的
に
み
て
、
ペ
ト
ロ
ナ
ス
は
こ

れ
ま
で
、
途
上
国
の
Ｎ
Ｏ
Ｃ
と
い
う
制

約
の
な
か
で
、
商
業
的
に
は
最
大
限
の

成
功
を
収
め
て
き
た
と
い
え
る
。
マ

図 2　新セブンシスターズ母国の各国産油量（2012 年）
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（出所）BP Statistical Review of World Energy, June 2013 
　　　 （http://www.bp.com/content/dam/bp/pdf/statistical-review/statistical_review_of_world_energy_2013.pdf）.
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レ
ー
シ
ア
の
石
油
埋
蔵
量
は
少
な
く
、

原
油
の
純
輸
入
国
に
な
る
日
が
近
づ
い

て
い
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
石
油
資
源

に
依
存
し
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
発
展
は
転

機
を
迎
え
る
と
み
る
向
き
も
あ
る
。
し

か
し
、
ペ
ト
ロ
ナ
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
マ

レ
ー
シ
ア
の
石
油
・
ガ
ス
を
採
掘
し
て

売
る
だ
け
で
は
な
い
。
二
〇
一
二
年
の

時
点
で
、
ペ
ト
ロ
ナ
ス
の
収
入
に
占
め

る
海
外
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
比
率
は
既

に
三
九
・
二
％
に
達
し
て
い
る
。
ペ
ト

ロ
ナ
ス
は
原
油
の
高
値
に
安
住
し
た
不

作
為
で
は
な
く
、
未
来
を
見
据
え
て
積

極
的
に
投
資
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
み

え
る
。

た
だ
、ペ
ト
ロ
ナ
ス
の
海
外
事
業
は
、

ス
ー
パ
ー
メ
ジ
ャ
ー
と
の
競
合
を
避
け

る
た
め
に
、
中
東
や
ア
フ
リ
カ
の
政
情

不
安
定
な
地
域
で
の
も
の
も
多
い
。
ま

た
、
カ
ナ
ダ
の
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
、
国
内

の
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｄ
と
巨
額
投
資
が
続
い
て

お
り
、
前
向
き
な
も
の
と
は
い
え
、
大

き
な
リ
ス
ク
を
負
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
政
府
の
日
常
業
務
へ
の
干

渉
は
、
ペ
ト
ロ
ナ
ス
に
と
っ
て
後
向
き

な
リ
ス
ク
と
な
る
。
設
立
直
後
か
ら
二

〇
年
間
ペ
ト
ロ
ナ
ス
の
要
職
に
あ
っ
た

イ
ス
マ
イ
ル
・
ハ
シ
ム
は
、
一
九
八
〇

年
に
与
党
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
が
主
催
し
た
ブ
ミ

プ
ト
ラ
経
済
会
議
で
マ
レ
ー
シ
ア
に
お

け
る
石
油
・
ガ
ス
産
業
の
可
能
性
に
つ

い
て
講
演
し
た
際
、「
聴
衆
が
き
わ
め

て
少
な
い
こ
と
に
驚
い
た
。
少
数
の
灯

油
・
軽
油
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
を
除
け
ば
、

ホ
ー
ル
に
は
ほ
と
ん
ど
誰
も
い
な
か
っ

た
」
と
回
顧
し
て
い
る
⑺
。
今
や
、
ペ

ト
ロ
ナ
ス
の
成
功
は
疑
う
べ
く
も
な

く
、
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ

優
遇
政
策
へ
の
「
貢
献
」
を
求
め
る
声

は
強
ま
る
ば
か
り
で
あ
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
国
籍
企
業
で
唯
一
世
界

の
大
企
業
五
〇
〇
社
の
仲
間
入
り
を
果

た
し
た
ペ
ト
ロ
ナ
ス
は
、
今
後
も
成
功

の
歴
史
を
継
続
で
き
る
か
、
ひ
と
つ
の

岐
路
に
立
っ
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
と

い
う
国
も
ま
た
、
二
〇
二
〇
年
の
先
進

国
入
り
を
目
指
し
て
重
要
な
局
面
に
あ

る
。
い
ま
や
、
ペ
ト
ロ
ナ
ス
と
マ
レ
ー

シ
ア
経
済
は
一
蓮
托
生
の
関
係
と
言
っ

て
良
い
。
ペ
ト
ロ
ナ
ス
の
業
績
悪
化

は
、
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
の
苦
境
を
意
味

す
る
。
逆
に
、
ペ
ト
ロ
ナ
ス
の
積
極
的

な
投
資
が
実
を
結
び
、
そ
の
果
実
を
国

内
の
利
権
争
い
の
犠
牲
に
す
る
こ
と
が

な
い
と
す
れ
ば
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
先
進

国
入
り
も
ま
た
、
達
成
さ
れ
て
い
る
だ

ろ
う
。
こ
れ
か
ら
の
五
年
間
が
、
ペ
ト

ロ
ナ
ス
に
と
っ
て
も
、
マ
レ
ー
シ
ア
に

と
っ
て
も
正
念
場
と
な
る
。

（
く
ま
が
い　

さ
と
る
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

在
ク
ア
ラ
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